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・
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千
葉
市
病
院
運
営
委
員
会
公
募
委
員　
　

池
田
美
智
雄

⑴
公
募
委
員
に
応
募
し
た
背
景

　

私
は
２
０
１
５
年
２
月
１
日
か
ら
千

葉
市
の
病
院
運
営
委
員
会
公
募
委
員
を

務
め
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
仕
事
と
し

て
、
20
年
以
上
、
全
国
の
病
院
の
経
営

改
善
や
中
期
計
画
立
案
な
ど
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
に
携
わ
り
、
こ
こ
10
年
は

東
京
大
学
医
療
人
材
育
成
講
座
等
に
て

「
医
療
を
動
か
す
」
た
め
の
政
策
作
り

の
活
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

灯
台
下
暗
し
で
は
な
い
が
、
地
元
の

公
立
病
院
の
経
営
実
態
に
つ
い
て
は
、

あ
ま
り
関
心
を
も
っ
て
い
な
か
っ
た
。

た
だ
千
葉
市
の
財
政
は
平
成
21
年
10
月

に
「
脱
・
財
政
危
機
宣
言
」
を
発
す
る

ほ
ど
危
機
的
状
況
で
あ
り
、
そ
の
後
の

行
財
政
改
革
に
よ
っ
て
回
復
は
し
て
い

る
も
の
の
、
病
院
事
業
に
お
い
て
は
平

成
26
年
度
の
千
葉
市
立
２
病
院
の
純
損

失
の
合
計
額
は
約
18
・
４
億
円
と
、
一

般
会
計
か
ら
34
・
５
億
円
弱
が
繰
入
さ

れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
前
年
度
と

比
較
し
て
大
幅
に
悪
化
し
て
い
る
。

　

毎
年
積
っ
て
い
く
赤
字
に
加
え
、
１

病
院
は
老
朽
化
対
策
が
必
要
で
あ
り
、

万
が
一
に
で
も
現
行
の
診
療
機
能
・
病

床
規
模
を
前
提
に
し
て
建
替
え
が
進
め

ら
れ
た
場
合
に
、
長
期
間
に
亘
っ
て
更

に
赤
字
が
膨
ら
む
リ
ス
ク
が
あ
り
、
一

市
民
と
し
て
見
過
ご
せ
な
い
と
考
え
、

委
員
に
応
募
し
た
。

⑵
都
市
部
で
の
必
要
性
へ
の
疑
問

　

千
葉
市
に
は
千
葉
大
学
医
学
部
附
属

病
院
、
県
立
病
院
、
公
的
病
院
、
民
間

医
療
法
人
等
が
多
く
立
地
し
て
お
り
、

一
市
民
と
し
て
そ
も
そ
も
赤
字
体
質
の

市
立
病
院
が
必
要
不
可
欠
な
の
か
と
の

考
え
を
も
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
隣
接

す
る
市
原
市
は
千
葉
市
と
同
様
に
単
独

の
市
で
二
次
保
健
医
療
圏
を
構
成
し
て

い
る
が
、
市
立
病
院
を
運
営
し
て
い
な

い
。

　

公
立
病
院
を
運
営
し
て
い
る
自
治
体

は
医
療
行
政
に
熱
心
で
あ
る
と
い
う
印

象
を
一
般
に
は
受
け
が
ち
で
あ
る
が
、

へ
き
地
等
の
不
採
算
地
域
で
な
け
れ
ば

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
は
、
他
の
開
設

主
体
に
任
せ
る
こ
と
は
不
可
能
で
は
な

い
。
自
治
体
に
よ
る
公
営
企
業
の
運
営

能
力
の
低
さ
や
一
般
会
計
か
ら
の
公
立

病
院
へ
の
多
額
の
繰
入
に
よ
っ
て
他
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
が
犠
牲
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
住
民
と
し
て
公
立

病
院
の
在
り
方
を
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
考
え

て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

⑴
財
政
面
か
ら
み
た
公
立
と
民
間

　

図
表
１
は
、
厚
生
労
働
省
が
２
年
に

１
度
実
施
し
て
い
る
医
療
経
済
実
態
調

査
の
病
院
の
開
設
主
体
別
の
１
施
設
当

た
り
の
損
益
及
び
税
金
で
あ
る
。
最
も

税
金
を
納
め
て
い
る
の
は
医
療
法
人
で

あ
り
、
法
人
税
・
住
民
税
の
他
、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
事
業
税
を
国

及
び
地
方
自
治
体
に
納
税
し
て
い
る
。

一
方
で
、公
立
病
院
は
非
課
税
で
あ
る
。

　

机
上
の
話
に
は
な
る
が
、
公
立
病
院

の
役
割
を
民
間
病
院
が
そ
の
ま
ま
果
た

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
金（
一
部
は
国
か
ら
の
交
付
金
、

詳
細
は
後
述
）
が
な
く
な
り
、
医
療
法

人
が
黒
字
の
場
合
に
納
税
さ
れ
る
法
人

は
じ
め
に

1

公
立
病
院
の
存
在
意
義

と
は
？

2

地
域
医
療
構
想
時
代
に
お
け
る

 
住
民
目
線
の
公
立
病
院
改
革

　

第
１
回　

公
立
病
院
の
存
在
意
義
と
改
革
プ
ラ
ン
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県
民
税
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
自
治
体

の
財
政
は
潤
う
。
予
算
を
少
子
化
対
策

や
地
域
包
括
ケ
ア
な
ど
他
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
に
振
り
向
け
れ
ば
、
住
み
よ
い
町

づ
く
り
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
住
民
は

地
方
公
共
団
体
の
主
権
者
で
あ
り
、
医

療
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
役
務
の
提
供
を
受

け
る
権
利
を
も
つ
一
方
で
、
住
民
税
や

国
民
健
康
保
険
料
等
で
そ
の
負
担
を
す

る
義
務
を
課
さ
れ
て
い
る
。
主
権
者
の

立
場
で
、自
ら
が
住
ん
で
い
る
自
治
体
、

私
の
場
合
は
千
葉
市
や
千
葉
県
の
医
療

提
供
体
制
の
あ
り
方
、
公
立
病
院
の
存

在
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

⑵
公
立
病
院
が
果
た
し
て
い
る
役
割

　

医
療
法
の
第
一
条
の
三
に
は
、「
国

及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
前
条
に
規
定

す
る
理
念
に
基
づ
き
、
国
民
に
対
し
良

質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提
供

す
る
体
制
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
あ
る
。
住
民

の
健
康
の
保
持
に
寄
与
す
る
た
め
、
都

道
府
県
や
市
町
村
は
直
接
、
間
接
に
関

わ
ら
ず
、
医
療
提
供
体
制
の
構
築
に
関

わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
べ
き
で
は
な
い
。
特
に
県
庁
所
在
地

の
市
に
立
地
す
る
市
立
病
院
の
場
合

は
、
公
的
病
院
等
と
診
療
機
能
が
重
複

し
、
単
に
市
の
一
部
地
域
を
分
担
し
て

い
る
に
過
ぎ
な
い
場
合
も
あ
る
。

⑶
公
立
病
院
に
繰
出
さ
れ
て
い
る
税
金

　

公
立
病
院
を
運
営
し
て
い
る
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
の
自
治
体
は
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
か
ら
繰
出
金
を
公
立
病
院
に

投
入
し
て
い
る
。
地
方
公
営
企
業
法
で

は
、
受
益
者
負
担
に
な
じ
ま
な
い
経
費

に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
一
般

会
計
又
は
他
の
特
別
会
計
が
負
担
す
る

も
の
と
し
、
こ
れ
ら
の
経
費
以
外
の
経

費
に
つ
い
て
は
経
営
に
伴
う
収
入
を

も
っ
て
賄
う
べ
き
で
あ
る
と
す
る
、
い

わ
ゆ
る
独
立
採
算
の
原
則
が
適
用
さ
れ

て
い
る
。
繰
出
金
の
基
準
は
総
務
省
が

定
め
て
い
る
が
、
実
態
と
し
て
は
赤
字

補
填
に
な
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
議
会
に
繰
出
金

の
根
拠
を
説
明
す
る
た
め
に
、
税
金
を

使
っ
て
監
査
法
人
等
の
厳
し
い
第
三
者

の
目
で
精
査
さ
せ
、
資
料
を
作
ら
せ
て

い
る
例
も
あ
る
よ
う
に
聞
く
。

　

へ
き
地
医
療
の
確
保
、
不
採
算
地
区

病
院
の
運
営
、
結
核
医
療
、
感
染
症
医

療
に
あ
て
る
経
費
は
、
患
者
数
の
安
定

的
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
あ

る
程
度
は
理
解
が
で
き
る
。
一
方
で
病

院
の
建
設
改
良
や
、
通
常
の
診
療
報
酬

に
よ
る
収
入
で
賄
っ
て
い
る
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
医
療
や
救
急
医
療
、
周
産

期
医
療
、
小
児
医
療
な
ど
が
一
般
会
計

か
ら
繰
出
さ
れ
て
い
る
の
は
、
医
療
崩

壊
以
降
の
診
療
報
酬
改
定
で
の
不
採
算

医
療
へ
の
プ
ラ
ス
評
価
な
ど
か
ら
考
え

て
も
理
解
が
難
し
い
。ま
た
こ
こ
数
年
、

陽
子
線
治
療
装
置
やda V

inci

（
ダ
・

ヴ
ィ
ン
チ
）こ
と
手
術
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
、

民
間
病
院
が
自
力
で
資
金
調
達
を
し
て

高
度
医
療
を
提
供
し
て
い
る
状
況
を
鑑

図表１　病院の開設主体別の１施設当たりの損益及び税金
単位（千円） 総損益差額 税金 平均病床数

医療法人 38,733 15,995 135
国立 － 2,962 0 362
公立 － 605,947 268 262
公的 － 133,028 9,856 348
社会保険関係法人 15,830 0 269
その他 － 5,247 3,717 247
出所：第20回医療経済実態調査（医療機関等調査）報告－平成27年実施－
　　　中央社会保険医療協議会（平成27年11月）
注）・ 医業・介護収益に占める介護収益の割合が２％未満の医療機関等の集計
　　・ 「公的」とは、日赤、済生会、北海道社会事業協会、厚生連、国保連など
　　・ 「社会保険関係法人」とは、独立行政法人地域医療機能推進機構、健康保険組合及  
　びその連合会、共済組合及びその連合会、国民健康保険組合など

　　・ 「その他」とは、公益法人、社会福祉法人、医療生協、社会医療法人、その他の法人など
　　・  公立病院には指定管理者制度（公設民営）により運営されている病院の税金（法人税、

住民税）が計上されている。

図表２　自治体病院の占める割合

病院の機能 全病院数
内、自治体立 自治体立全病院

に占める割合数 割合
へき地医療拠点病院 296 183 61.8％ 19.1%
救命救急センター 271 98 36.2％ 10.2%
基幹災害医療センター 60 31 51.7％ 3.2%
地域災害医療センター 616 253 41.1％ 26.4%
臨床研修病院 2,759 615 22.3％ 64.3%
地域がん診療連携拠点病院 356 135 37.9％ 14.1%
出所：自治体病院経営ハンドブック　第22次改訂版（平成27年）を筆者が加工

　

図
表
２
は
公
立
病
院
が
果
た

し
て
い
る
役
割
を
示
す
総
務
省

の
統
計
で
あ
る
。「
公
立
病
院

業
界
」
と
し
て
み
れ
ば
、
地
域

に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
病
院
の
割
合
が

高
い
こ
と
、
存
在
意
義
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
の
は
理
解
で
き

る
。
し
か
し
一
方
で
、
９
５
７

病
院
（
平
成
25
年
10
月
１
日
時

点
、
地
方
公
営
企
業
法
非
適
用

病
院
を
含
む
）
を
個
々
の
病
院

単
位
で
見
れ
ば
、
必
ず
し
も
役

割
を
果
た
せ
て
い
な
い
病
院
も

存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

公
立
病
院
で
あ
る
か
ら
政
策

医
療
を
担
っ
て
お
り
、
赤
字
の

た
め
に
あ
る
程
度
の
税
金
を
投

入
す
る
の
は
や
む
を
得
な
い
と

い
う
先
入
観
を
住
民
と
し
て
も
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み
る
と
、
高
度
医
療
に
つ
い
て
も
一
般

会
計
か
ら
の
繰
出
金
が
必
要
な
の
か
と

の
疑
問
も
生
じ
る
。

⑷
国
か
ら
の
交
付
税
に
よ
る
支
援

　

病
院
事
業
に
対
す
る
一
般
会
計
か
ら

の
繰
出
金
は
、
そ
の
所
要
額
の
一
部
に

普
通
交
付
税
及
び
特
別
交
付
税
に
よ
り

財
政
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
指
定

管
理
者
制
度
や
地
方
独
立
行
政
法
人
を

設
立
し
た
場
合
で
も
同
様
で
あ
る
。

　

普
通
交
付
税
と
し
て
、
平
成
26
年
度

に
お
い
て
は
、
自
治
体
病
院
は
病
床
１

床
あ
た
り
７
０
７
千
円
、
病
院
事
業
債

の
元
利
償
還
金
の
２
分
の
１
な
ど
が
交

付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
特
別
交
付
税
と

し
て
図
表
３
の
よ
う
な
基
準
で
交
付
さ

れ
て
い
る
。
地
方
交
付
税
は
、
所
得
税

や
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税
が
原
資

で
、
言
う
ま
で
も
な
く
国
民
の
税
金
で

あ
る
。

⑸
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
の
考
え

　

９
０
０
超
の
自
治
体
病
院
を
会
員
と

す
る
全
国
自
治
体
病
院
協
議
会
に
よ
る

自
治
体
病
院
と
他
の
病
院
と
の
相
違
の

説
明
は
図
表
４
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

公
立
病
院
を
運
営
し
て
い
る
立
場
か

ら
す
れ
ば
、
も
っ
と
も
な
こ
と
で
は
あ

る
。
自
治
体
と
し
て
住
民
に
医
療
を
提

供
す
る
義
務
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
最
後

の
砦
と
し
て
自
治
体
が
自
ら
運
営
す
る

公
立
病
院
で
な
け
れ
ば
そ
の
役
割
を
担

う
こ
と
が
で
き
な
い
可
能
性
も
出
て
く

る
。
ま
た
そ
の
際
に
は
政
策
医
療
に
限

定
す
る
の
は
、
ス
ケ
ー
ル
・
デ
メ
リ
ッ

ト
を
考
慮
す
れ
ば
現
実
的
で
は
な
い
。

　

た
だ
一
方
で
、
県
庁
所
在
地
等
の
国

立
・
公
立
・
公
的
病
院
が
ひ
し
め
い
て

い
る
自
治
体
の
場
合
は
、
公
立
病
院
以

外
の
病
院
が
、
一
般
医
療
に
加
え
て
、

定
額
の
補
助
金
を
自
治
体
か
ら
得
て
政

策
医
療
を
併
せ
て
行
う
と
い
う
選
択
肢

も
あ
る
。
ち
な
み
に
平
成
20
年
４
月
１

日
以
降
に
都
道
府
県
の
認
定
が
始
ま
っ

た
社
会
医
療
法
人
は
、
医
療
提
供
体
制

に
関
し
て
都
道
府
県
や
市
町
村
、
公

的
病
院
の
機
能
を
代
替
す
る
も
の
と

し
て
、
公
的
医
療
機
関
と
並
ぶ
５
事

業
（
救
急
医
療
、
災
害
時
に
お
け
る
医

療
、
へ
き
地
の
医
療
、
周
産
期
医
療
、

小
児
医
療
（
小
児
救
急
医
療
を
含
む
））

を
担
う
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
平
成
27
年
10
月
１
日
現
在
、

２
５
６
法
人
が
正
式
認
可
を
受
け
て
い

る
。

　

そ
の
よ
う
な
点
も
考
慮
し
た
う
え

で
、公
立
病
院
の
存
在
意
義
に
つ
い
て
、

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
の
実
行
状
況
を

通
じ
て
み
て
み
る
。

⑴
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容

　

平
成
19
年
６
月
22
日
に
地
方
公
共
団

体
の
財
政
健
全
化
に
関
す
る
法
律
が
公

布
さ
れ
、
自
治
体
本
体
の
財
政
健
全
化

が
求
め
ら
れ
た
。
公
立
病
院
な
ど
の
公

営
企
業
や
第
三
セ
ク
タ
ー
の
会
計
も
対

象
と
す
る
新
た
な
指
標
を
導
入
す
る
な

ど
、
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
全
体
像

を
明
ら
か
に
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

同
年
12
月
に
総
務
省
は
、
公
立
病
院

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
以
下
「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」）
を
示
し
、
公
立
病
院
を
設

置
し
て
い
る
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て

平
成
20
年
度
内
に
平
成
21
年
度
か
ら
５

年
間
を
標
準
と
す
る
「
公
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、
病
院
事
業
経
営

の
改
革
に
取
り
組
む
こ
と
を
要
請
し

た
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
公
立
病
院
の

果
た
す
べ
き
役
割
の
明
確
化
を
求
め
て

い
る
。
住
民
と
し
て
認
識
し
て
お
く
べ

き
重
要
な
内
容
な
の
で
抜
粋
す
る
。

　
「
公
立
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
公
的

医
療
機
関
の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
端

的
に
言
え
ば
、
地
域
に
お
い
て
提
供
さ

れ
る
こ
と
が
必
要
な
医
療
の
う
ち
、
採

改
革
プ
ラ
ン
の

実
施
状
況

3

図表３　特別交付税の交付基準
区分 額（千円）

１
病
床
あ
た
り

不採算地区病院（第1種、第 2種） 842、1,263
結核病床 1,648
精神病床 1,265
リハビリテーション専門病院 440
周産期病床（第1種～第 4種） 1,637～ 3,872
小児医療病床 1,187
感染症病床 4,107

小児救急医療提供病院（１病院あたり） 10,634
救命救急センター（１センターあたり） 136,896
出所：自治体病院経営ハンドブック　第22次改訂版（平成27年）を筆者が加工

図表４　「全国自治体病院協議会の目指す方向」

　自治体病院は、地域住民の健康に責任を持つ自治体の長が議会の議決に
よって開設されたもので、個人、医療法人、公的・国立等の開設による病院
と根本的に相違している。最近、民間病院の経営も急速に悪化してきたこと
に関連し、公立病院も国立病院と同等、政策医療を中心に行うべきであると
する意見も聞かれる。しかし、自治体病院はその開設の経緯、立地条件、規
模等いずれも千差万別である。各々その役割、使命も一様ではなく、当該地
域住民の意向により開設されたものであり、その住民の意向に沿って運営が
行われるべきもので、一律に政策医療のみを行う等医療の範囲を限定するこ
とは適当ではない。なお、高度・特殊・先駆的医療その他政策医療は、一般
医療が整っていてこそ成り立つものであり、地域住民のほとんどが一般医療
の実施を強く望んでいるものである。

出所：全国自治体病院協議会定時総会（平成12年5月開催）
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算
性
等
の
面
か
ら
民
間
医
療
機
関
に
よ

る
提
供
が
困
難
な
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
に
あ
る
。
公
立
病
院
に
期
待
さ
れ
る

主
な
機
能
を
具
体
的
に
例
示
す
れ
ば
、

① 

山
間
へ
き
地
・
離
島
な
ど
民
間
医
療

機
関
の
立
地
が
困
難
な
過
疎
地
等
に

お
け
る
一
般
医
療
の
提
供
、

② 

救
急
・
小
児
・
周
産
期
・
災
害
・
精

神
な
ど
の
不
採
算
・
特
殊
部
門
に
関

わ
る
医
療
の
提
供
、

③ 

県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
、
県
立
循
環
器

病
セ
ン
タ
ー
等
地
域
の
民
間
医
療
機

関
で
は
限
界
の
あ
る
高
度
・
先
進
医

療
の
提
供
、

④ 

研
修
の
実
施
等
を
含
む
広
域
的
な
医

師
派
遣
の
拠
点
と
し
て
の
機
能

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。各
公
立
病
院
は
、

今
次
の
改
革
を
通
じ
、
自
ら
が
果
た
す

べ
き
役
割
を
見
直
し
、
改
め
て
明
確
化

す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
を
踏
ま
え
、
一

般
会
計
等
と
の
間
で
の
経
費
の
負
担
区

分
に
つ
い
て
明
確
な
基
準
を
設
定
し
、

健
全
経
営
と
医
療
の
質
の
確
保
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。」

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
更
に
踏
み
込

み
、「
特
に
民
間
医
療
機
関
が
多
く
存

在
す
る
都
市
部
に
お
け
る
公
立
病
院
に

つ
い
て
は
、
果
た
す
べ
き
役
割
に
照
ら

し
て
現
実
に
果
た
し
て
い
る
機
能
を
厳

し
く
精
査
し
た
上
で
、
必
要
性
が
乏

し
く
な
っ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
廃

止
・
統
合
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
同
一
地
域
に
複
数
の
公
立

病
院
や
国
立
病
院
、
公
的
病
院
、
社
会

保
険
病
院
等
が
並
存
し
、
役
割
が
競
合

し
て
い
る
場
合
に
お
い
て
も
、
そ
の
役

割
を
改
め
て
見
直
し
、
医
療
資
源
の
効

率
的
な
配
置
に
向
け
て
設
置
主
体
間
で

十
分
協
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。」
と
の
記
載
が
あ
り
、
県
庁
所
在

地
に
あ
る
市
立
・
県
立
病
院
は
、
そ
の

存
在
意
義
や
役
割
を
見
直
す
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

⑵
５
年
間
の
改
革
プ
ラ
ン
実
施
状
況

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
3
つ
の
視
点

に
立
っ
て
、
公
立
病
院
改
革
の
推
進

を
し
て
い
る
。
第
一
に
経
営
の
効
率

化
、
具
体
的
に
は
経
営
指
標
の
数
値
目

標
を
自
治
体
が
独
自
に
設
定
し
、
経
費

削
減
や
収
入
確
保
へ
努
力
す
る
こ
と
で

あ
る
。
第
二
に
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

化
、
具
体
的
に
は
病
院
の
統
合
や
基
幹

病
院
と
日
常
的
な
医
療
を
行
う
病
院
と

に
再
編
す
る
等
の
取
組
み
を
す
る
こ
と

で
あ
る
。第
三
に
経
営
形
態
の
見
直
し
、

具
体
的
に
は
自
治
体
に
よ
る
経
営
を
止

め
、
責
任
者
を
変
え
る
な
ど
し
て
民
間

的
経
営
手
法
等
を
導
入
す
る
こ
と
で
あ

る
。

　

総
務
省
に
よ
れ
ば
、
平
成
26
年
３
月

末
現
在
の
公
立
病
院
（
８
９
２
病
院
・

６
４
０
団
体
、
内
訳
は
図
表
５
）
に
お

け
る
５
年
間
の
実
施
状
況
等
の
概
要
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
経
営
の
効
率
化

　

平
成
25
年
度
の
経
常
収
支
が
黒
字
で

あ
る
公
立
病
院
の
割
合
や
公
立
病
院
全

体
の
経
常
収
支
比
率
は
、
プ
ラ
ン
策
定

前
と
比
較
し
大
幅
に
改
善
し
て
い
る

が
、
前
年
度
か
ら
は
若
干
低
下
し
て
い

る
。

○ 

経
常
収
支
黒
字
病
院
の
割
合
＝
25
年

度
46
・
４
％
（
20
年
度
29
・
７
％
、

24
年
度
50
・
４
％
）

○ 

経
常
収
支
比
率*

＝
25
年
度
99
・

８
％
（
20
年
度
95
・
７
％
、
24
年
度

１
０
０
・８
％
）

＊ 

経
常
収
支
率
＝
（
医
業
収
益
＋
医
業
外
収

益
）
×
１
０
０
／
（
医
業
費
用
＋
医
業
外

費
用
）【
１
０
０
％
を
超
え
て
い
れ
ば
黒
字
】

　

経
常
収
支
が
黒
字
の
病
院
の
割
合
は

増
え
て
お
り
改
善
の
傾
向
に
は
あ
る

が
、
依
然
と
し
て
半
分
以
上
の
公
立
病

院
が
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
を
含
め

て
も
赤
字
経
営
に
な
っ
て
い
る
。

　

大
ま
か
に
見
る
と
、
地
方
の
中
小
病

院
は
医
師
不
足
で
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
お
り
、
都
市
部
の
大
き
な
病
院
、
県

立
病
院
ク
ラ
ス
は
改
善
傾
向
に
あ
る
。

後
者
に
つ
い
て
は
、
充
分
な
設
備
や
人

員
な
ど
の
経
営
資
源
を
も
ち
な
が
ら

も
、
経
営
意
識
が
低
か
っ
た
病
院
が
、

今
回
の
改
革
プ
ラ
ン
で
多
少
目
覚
め
た

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。

　

経
営
効
率
化
の
取
組
み
は
、
経
費
の

節
減
合
理
化
や
病
床
利
用
率
向
上
等
に

よ
る
収
入
の
確
保
な
ど
コ
ツ
コ
ツ
行
う

だ
け
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
公
立
病
院

の
場
合
は
、
診
療
報
酬
の
上
げ
下
げ
と

無
関
係
に
年
齢
と
と
も
に
賃
金
が
上
昇

し
て
い
く
公
務
員
の
給
与
や
、
診
療
報

酬
の
施
設
基
準
の
変
更
に
柔
軟
に
対
応

で
き
な
い
職
員
定
数
及
び
予
算
、
医
療

や
病
院
経
営
に
必
ず
し
も
詳
し
く
な
い

事
務
職
員
が
定
期
的
に
異
動
し
て
担
当

す
る
事
務
部
門
の
能
力
の
低
さ
、
病
院

運
営
に
必
ず
し
も
詳
し
く
な
い
首
長
が

都道
府県

指定
都市 市 町村 組合等 独法 計

病院数 153
（37）

36
（15）

364
（309）

171
（166）

102
（76）

66
（37）

892
（640）

（
主
体
別
）

経
営
形
態

全部適用 118 24 157 25 34 － 358
一部適用 27 4 174 133 58 － 396
指定管理
（代行） 3 2 10 3 3 － 21

指定管理
（利用料金） 5 6 23 10 7 － 51

※地方独立行政法人を含む。　※建設中の病院は除く。　※括弧内は団体数。
出所：総務省「公立病院改革プラン実施状況等の調査結果」（平成26年3月31日）

図表5　設置主体別・経営形態別の公立病院数
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形
式
的
な
責
任
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
、
根
本
的
な
問
題
を
解
決
し
な
け

れ
ば
黒
字
化
は
難
し
い
。

②
再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

　

平
成
25
年
度
ま
で
に
策
定
さ
れ
た
再

編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
係
る
計
画

に
基
づ
き
、
病
院
の
統
合
・
再
編
に

取
り
組
ん
で
い
る
事
例
は
65
ケ
ー
ス
・

１
６
２
の
病
院
（
公
立
病
院
以
外
の
病

院
等
を
含
め
る
と
１
８
９
が
参
画
）
で

あ
る
。

　

再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組

ん
で
い
る
事
例
は
、
医
師
の
確
保
等
が

難
し
い
地
方
病
院
が
ほ
と
ん
ど
で
、
県

庁
所
在
地
等
の
公
立
、
公
的
病
院
等
の

急
性
期
病
院
の
統
合
事
例
は
一
部
を
除

き
少
な
い
。
た
だ
そ
の
中
で
、
兵
庫
県

は
特
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

図
表
６
の
と
お
り
、
統
合
再
編
を
次
々

と
進
め
て
い
る
。

　

医
療
の
高
度
専
門
化
が
進
み
、
あ
る

程
度
の
規
模
が
な
い
と
医
師
、
看
護
師

が
集
ま
ら
な
い
こ
と
や
、
都
市
部
以
外

の
地
域
に
お
い
て
は
複
数
病
院
に
医
師

を
大
学
医
局
が
派
遣
す
る
の
は
難
し
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
病
院
建

替
え
を
機
に
し
て
地
域
医
療
再
生
基
金

な
ど
の
飴
を
使
い
な
が
ら
平
常
時
で
は

困
難
な
統
合
を
進
め
て
い
る
こ
と
が
推

察
さ
れ
る
。

③
経
営
形
態
の
見
直
し

　

平
成
21
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で

に
経
営
形
態
の
見
直
し
を
実
施
し
た
病

院
は
２
２
７
病
院
（
平
成
26
年
度
以
降

に
見
直
し
を
予
定
し
て
い
る
40
病
院
を

含
め
る
と
２
６
７
病
院
）、
内
訳
は
次

の
通
り
で
あ
る
。

○ 

地
方
独
立
行
政
法
人
化
53
病
院
（
見

直
し
予
定
16
病
院
を
含
め
る
と
69
病

院
）

○ 

指
定
管
理
者
制
度
導
入
16
病
院
（
見

直
し
予
定
5
病
院
を
含
め
る
と
21
病

院
）

○ 

民
間
譲
渡
14
病
院
（
見
直
し
予
定
２

病
院
を
含
め
る
と
16
病
院
）

○ 

診
療
所
化
30
病
院
（
見
直
し
予
定
４

病
院
を
含
め
る
と
34
病
院
）

　

経
営
形
態
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

地
方
独
立
行
政
法
人
化
の
割
合
が
高

い
。
た
だ
法
人
を
設
立
し
た
母
体
の
自

治
体
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
が
経
営

悪
化
し
た
際
に
は
資
金
面
の
支
援
を
せ

ざ
る
を
得
な
い
た
め
、
財
務
面
で
の
リ

ス
ク
は
残
っ
て
い
る
。
自
治
体
が
自
ら

運
営
す
る
こ
と
を
止
め
た
指
定
管
理
者

や
民
間
譲
渡
は
わ
ず
か
30
病
院
し
か
な

い
。

　

そ
の
中
で
横
浜
市
立
み
な
と
赤
十
字

病
院
や
兵
庫
県
災
害
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
指

定
管
理
者
と
し
て
日
本
赤
十
字
社
に
任

せ
て
い
る
。
救
命
救
急
と
い
う
政
策
医

療
に
お
い
て
指
定
管
理
者
と
い
う
形
態

が
採
用
で
き
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か

ら
、
経
営
形
態
の
移
行
に
あ
た
っ
て
既

存
の
病
院
職
員
の
身
分
の
取
り
扱
い
と

い
う
大
き
な
課
題
は
あ
る
が
、
住
民
に

対
す
る
医
療
の
質
を
担
保
し
た
上
で
の

効
率
的
な
医
療
提
供
と
い
う
観
点
で
、

指
定
管
理
者
と
い
う
形
態
は
も
っ
と
採

用
さ
れ
て
も
良
い
よ
う
に
考
え
る
。

④
形
だ
け
の
全
部
適
用

　

経
営
形
態
見
直
し
に
は
、
地
方
公
営

企
業
法
の
財
務
適
用
か
ら
全
部
適
用
へ

の
移
行
も
含
ま
れ
て
お
り
、
１
１
４
病

院
が
移
行
し
て
い
る
。
た
だ
医
業
収
支

比
率
が
改
善
し
た
割
合
は
59
・
８
％
、

悪
化
し
た
割
合
は
41
・
１
％
で
あ
る
。

　

全
部
適
用
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
取

り
組
み
や
す
い
反
面
、
経
営
の
自
由
度

拡
大
の
範
囲
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人

化
に
比
べ
て
限
定
的
で
あ
り
、
ま
た
制

度
運
用
上
、
事
業
管
理
者
の
実
質
的
な

権
限
と
責
任
の
明
確
化
を
図
ら
な
け
れ

ば
、
民
間
的
経
営
手
法
の
導
入
が
不
徹

底
に
終
わ
る
可
能
性
が
あ
る
。
経
営
責

任
が
明
確
に
な
っ
て
も
、
そ
も
そ
も
責

任
を
と
っ
て
途
中
で
退
職
す
る
よ
う
な

事
例
や
、
独
自
の
給
与
体
系
を
導
入
し

て
い
る
事
例
も
ほ
と
ん
ど
聞
か
な
い
。

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
は
、「
全
部
適
用

に
よ
っ
て
所
期
の
効
果
が
達
成
さ
れ
な

い
場
合
に
は
、
地
方
独
立
行
政
法
人
化

な
ど
、
更
な
る
経
営
形
態
の
見
直
し
に

向
け
直
ち
に
取
り
組
む
こ
と
が
適
当
で

あ
る
。」
と
の
記
載
が
あ
る
。
経
営
効

率
化
の
た
め
に
、
病
院
職
員
が
努
力
せ

ず
、
汗
も
か
か
ず
、
場
合
に
よ
っ
て
は

必
要
な
身
を
切
る
こ
と
も
せ
ず
に
、
単

に
組
織
形
態
だ
け
を
変
更
し
て
も
単
な

る
問
題
の
先
延
ば
し
に
過
ぎ
ず
、
時
間

と
税
金
の
浪
費
に
し
か
過
ぎ
な
い
。

⑶
経
営
改
革
の
先
進
事
例

　
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方

針
２
０
１
５
」（
平
成
27
年
６
月
30
日

図表6　兵庫県における公立病院等の統合再編
再編・統合前 統合後

県立尼崎病院（500床） 県立塚口病院（400床） 県立尼崎総合医療センター
（730床）

県立姫路循環器センター
（350床）

社会医療法人製鉄記念
広畑病院（392床） 統合再編を検討中

県立柏原病院（303床） 柏原赤十字病院（99床） 統合再編を検討中

小野市民病院（220床） 三木市民病院（323床） 一部事務組合の北播磨
総合医療センター（450床）

加古川市民病院（411床） 神鋼加古川病院（198床） 地方独立行政法人の加古川
中央市民病院（600床）

公立朝来梁瀬医療センター
（50床）

朝来和田山医療センター
（139床） 朝来医療センター（150床）

出所：自治体病院経営ハンドブック　第22次改訂版（平成27年）を筆者が加工
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閣
議
決
定
）
に
お
い
て
「
国
公
立
病
院

の
経
営
改
善
等
に
つ
い
て
、
優
良
事
例

の
横
展
開
を
行
う
」
た
め
に
、
総
務
省

自
治
財
政
局
準
公
営
企
業
室
が
「
公
立

病
院
経
営
改
革
事
例
集
」
を
ま
と
め
平

成
28
年
３
月
に
公
表
し
て
い
る
。

　

図
表
７
は
事
例
で
選
定
さ
れ
て
い
る

20
病
院
で
あ
り
、
公
立
病
院
を
運
営
す

る
自
治
体
の
議
員
や
職
員
等
の
関
係
者

に
は
参
考
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
た
だ

し
「
自
分
の
と
こ
ろ
と
は
環
境
が
違

う
。
自
分
の
と
こ
ろ
で
は
で
き
そ
う
も

な
い
。
参
考
に
な
ら
な
い
。」
と
い
う

よ
う
な
結
論
を
出
す
た
め
の
現
地
視
察

は
、
税
金
の
無
駄
遣
い
に
し
か
な
ら
な

い
。
対
象
病
院
に
つ
い
て
事
前
に
で
き

る
範
囲
で
調
査
し
、
併
せ
て
自
院
の
課

題
を
把
握
し
た
上
で
解
決
策
の
仮
説
を

検
討
し
て
か
ら
実
施
し
て
ほ
し
い
。

⑷
他
会
計
繰
入
金
の
改
善
状
況

　

公
立
病
院
改
革
の
成
果
に
つ
い
て

は
、
元
を
質
せ
ば
自
治
体
本
体
の
財
政

健
全
化
と
い
う
点
で
の
評
価
が
最
も

重
要
で
あ
ろ
う
。
自
治
体
の
他
会
計

か
ら
の
繰
入
金
は
、
全
体
で
見
れ
ば

図
表
８
の
よ
う
に
、
平
成
26
年
度
は

８
千
２
６
０
億
円
と
増
加
し
続
け
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
れ
て
い
る
の
か
非
常
に
疑
問
が
残

る
。

　

例
え
ば
、
千
葉
県
の
場
合
は
、「
病

院
事
業
会
計
へ
の
繰
入
金
は
、
総
務
省

通
知
『
地
方
公
営
企
業
繰
出
金
に
つ
い

て
』
に
準
拠
し
つ
つ
、本
県
の
特
性
（
県

行
政
の
政
策
的
経
費
等
）
を
考
慮
し
、

財
政
当
局
と
協
議
の
う
え
、
基
準
を
設

け
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
を
受
け

て
い
る
。」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　

県
行
政
の
政
策
立
案
は
健
康
福
祉
部

が
担
っ
て
お
り
、県
立
病
院
の
機
能
は
、

救
急
、
小
児
、
精
神
、
が
ん
、
循
環
器

病
な
ど
、
決
し
て
他
県
と
比
較
し
て
特

殊
と
は
言
え
な
い
。
１
０
０
億
円
超
に

も
上
る
多
額
の
繰
入
を
し
て
い
る
が
、

平
成
４
年
９
月
以
降
の
千
葉
県
議
会
会

議
録
を
検
索
し
た
限
り
で
は
繰
入
の
基

準
に
つ
い
て
の
議
論
は
全
く
な
さ
れ
て

い
な
い
た
め
、
果
た
し
て
真
に
や
む
を

得
な
い
部
分
を
対
象
と
し
て
行
わ
れ
て

い
る
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

「
当
該
病
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
及
び

一
般
会
計
負
担
の
考
え
方
を
明
記
」
す

る
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
た
が
、
市
町

村
を
先
導
す
べ
き
県
が
率
先
垂
範
で
き

て
い
る
と
は
言
え
ず
、
ふ
が
い
な
さ
を

感
じ
る
。
次
回
は
、
千
葉
市
立
病
院
及

び
千
葉
県
立
病
院
の
改
革
プ
ラ
ン
の
実

施
状
況
の
詳
細
に
つ
い
て
み
て
い
き
た

い
。

図表7　顕著な成果を上げている公立病院の事例
経営の効率化 再編・ネットワーク化 経営形態の見直し

岩手県立宮古病院（岩手県）
さいたま市立病院（さいたま市）
伊那中央病院（長野県）
市立福知山市民病院（京都府）
唐津市民病院きたはた（佐賀県）
沖縄県立南部医療センター・
こども医療センター（沖縄県）

つがる総合病院（青森県）
日本海総合病院＊（山形県）
北播磨総合医療センター
（兵庫県）
公立世羅中央病院（広島県）

三浦市立病院（神奈川県）
富山市民病院（富山県）
堺市立総合医療センター＊（堺市）
八尾市立病院（大阪府）
神石高原町立病院（広島県）
北九州市立門司病院＊（北九州市）
福岡市民病院＊（福岡市）
筑後市立病院＊（福岡県）
くらて病院＊（福岡県）
町立太良病院（佐賀県）

出所：総務省自治財政局準公営企業室「公立病院経営改革事例集」平成28年3月を筆者が加工
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図表8　他会計繰入金の年次推移

出所：総務省「公立病院経営改革事例集」平成28年3月
注）地方独立行政法人向けの繰入金も含んでいる。

　

そ
も
そ
も
繰
入
金
の
基

準
に
つ
い
て
、
民
間
病
院

等
と
の
イ
コ
ー
ル
・
フ
ッ

テ
ィ
ン
グ
の
観
点
か
ら
す

る
と
、
よ
り
厳
し
く
す
る

必
要
が
あ
る
。
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
一
般
会
計
等
か
ら
の

繰
出
は
、
独
立
採
算
原
則

に
立
っ
て
最
大
限
効
率
的

な
運
営
を
行
っ
て
も
な
お

不
足
す
る
、
真
に
や
む
を

得
な
い
部
分
を
対
象
と
し

て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
現
実
の
公
立
病
院
経

営
の
結
果
発
生
し
た
赤
字

を
そ
の
ま
ま
追
認
し
補
て

ん
す
る
性
格
の
も
の
で
な

い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。」
と
い
う
点
が
、
ど

こ
ま
で
各
自
治
体
で
徹
底

＊は、地方独立行政法人が経営する病院


